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本実験の結果により，コンピュータによって支援される媒体を利用する多国籍ビジネス環境の改善を促
進することができる．本実験によりもたらされるデータは，現在のサービス指向アーキテクチャ
（SOA）などの組織間システムを改善するために利用することができる．また，論理モデルに基づいて
実験結果を分析することにより，計算モデルに変形可能の形で信頼性構築プロセスを形式化することで
きる．

産業界への展開例・適用分野

研究者

多文化組織における信用形成の論理モデルに関する実験

タイトル

このプロジェクトの目的は，異文化が共存する組織内において信頼性の構築・発展を可能にするため
に，大規模な実験を設計・実施することによって，信頼性の論理モデルを考案することである．我々の
考えは，組織内で実施される協調的タスクの性質（組織内の文化的多様性やコミュニケーションに用い
るインフラストラクチャ，実施期間）が，信頼性構築プロセスやタスク参加者の協調的な振る舞い，さ
らにはタスクの効率性に影響を与える，という仮説に基づいたものである．本実験は，コンピュータに
よって支援される様々なコラボレーション媒体を利用するワークグループのダイナミクスを再現できる
ように設計されている．我々は，グループ内およびグループ間のダイナミクスを変化させ，ワークグ
ループの文化的多様性とグループに所属するメンバーの言語能力を考慮することにより，異文化が共存
する組織（研究室環境を想定）における信頼性構築プロセスについて調査する．信頼性構築プロセスを
分析するために我々が提案した信頼性の論理モデルは，本実験の結果に基づいて反復的に改善される．
最終的に，本実験の結果は，異文化コミュニケーションやコンピュータを介した組織間システムにおけ
る信頼性，信頼性・評判モデルなど，多様な研究分野において再利用可能なものになる．
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